
 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 8 月 18 日（水）、経済産業省資源エネルギー庁の定光 祐樹（さだみつ ゆうき）

資源・燃料部長に対し、航空連合政策議員フォーラム事務局長の稲富 修二  

（いなとみ しゅうじ）衆議院議員に同行いただき、令和 4 年度概算要求および   

税制改正に関わる政策要請を行いました。 
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第 22 期 政策実現総行動 第 3 弾 

 【経済産業省資源エネルギー庁への要請項目】 

1． 持続可能な航空燃料の安定供給に向けた適切な予算措置 

 CO2 削減効果のある持続可能な航空燃料(SAF: Sustainable Aviation Fuel）の 

安定的な供給体制の構築に向けては、国産 SAF の生産規模が不十分なことや、 

空港等の給油施設で SAF の取り扱いを可能とするインフラ整備、既存燃料と 

比較して 2 倍から最大で 10 倍程度とされる価格など、多くの課題がある。 

 CO2 削減目標の達成に向けては、費用補助の仕組みを導入して SAF の普及を 

拡大するなど、国が強いリーダーシップを発揮すべき。 

左から）稲富 修二 (衆) フォーラム事務局長、定光 資源・燃料部長、島会長、中尾副会長 


